
 

 

 

 

 

  

 

 

 大宮地本は９月２日に交渉を行い、昨年の政策フォーラムで支社支部より提言のあった「フレックス

タイム」のコアタイム見直しについて、組合員の声を基に大宮支社と議論を積み重ねてきました。内容

は提言通りの内容であり、大きな成果です。また交渉の中で課題となる超過勤務の管理や電子決済等が

使用されない現実について認識を合わせ、改善とよりフレックスを使用しやすい環境を整えていくこと

を確認し本日、議事録を締結しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


